
2022年度 通所「あかしあ」自己評価 

 

 

 日頃より、通所「あかしあ」の運営にご理解・ご協力いただき、ありがとうございます。 

この度、児童発達支援・放課後等デイサービスのガイドラインに基づき、自己評価をさせてい

ただくため、利用者様・ご家族様及び職員へのアンケート調査を実施させていただきました。 

 「あかしあ」は、生活介護も含めた多機能型事業所ですので生活介護の利用者様・ご家族様に

もアンケートにご協力いただき、その結果も踏まえた自己評価となっております。 

 

 

調査期間 

2023年 1月 27日～2023年 2月 27日  

  

回答率 

58名中 48名（88.9％） 

 

環境・体制整備 

 職員配置については、基準通り配置することができましたが、コロナウイルスの関係で複数の

職員が欠勤せざるを得ない状況になった場合には、職員数に合わせて利用を控えていただくこ

とがありました。急なお願いにも関わらず、ご対応いただきありがとうございました。 

設備面では、療育活動の充実を目的に療育物品を新たに購入することで新しい活動の導入に

つなげることができました。また、療育活動で使用する遊具等は、使用の都度消毒を行い、利用

者さんが安心して活動いただけるよう努めました。 

コロナウイルスへの対応としては、利用者さん同士の距離間に気を配ること、定期的な換気な

どで利用者さんが濃厚接触者にならないよう配慮しました。 

また「駐車場をいつもきれいに除雪していただき、有り難いです」とのご意見をいただきまし

た。利用者さんが安全に通所できるよう引き続き、環境面の整備にも注力していきます。 

職員研修については、例年同様「医療安全研修」、「感染対策研修」、「障害者虐待防止研修」等

を受講することで専門的知識の習得に努めました。 

 

適切な支援の提供 

 個別支援計画、療育活動に関しては、概ね好評価をいただくことができました。 

感染対策の観点から今年度も個別支援計画の交付を面談形式ではなく、利用時にお渡しする

形とさせていただきました。また、個別支援計画の作成に当たっては、ご家族からのご希望を書

面で確認し、これに沿った計画、サービス提供ができるよう努めました。 

 療育活動・行事は、季節を感じてもらうことを意識しながら、保育士・看護師・療養介助員の



多職種で協力し、楽しい雰囲気の中で行うことができました。利用者さんに新しい経験をしてい

ただけるよう活動のバリエーションにも気を配りました。 

 外部の方との活動という点では、コロナウイルスの関係で実施することができませんでした。

今後は、感染状況を勘案しながら、利用者さんがボランティアや実習生と関わる機会を設けられ

ればと考えています。 

 

保護者への説明等 

コロナ禍で家族会と病院との懇談会を開催することができませんでしたが、父母の会会長と

連携を図ることで皆様のニーズを把握させていただきました。送迎の際や連絡帳への記載、電話

連絡など、ご要望やお気付きの点がありましたら、スタッフまでお伝えください。 

 

非常時の対応 

 災害時の対応については、多くの方からご意見をいただきました。有事の際にも利用者さんが

安心して過ごしていただけるよう検討を進めております。 

大雪や地震などの災害による帰宅困難時の対応については、当院での受け入れができるよう

検討させていただきました。 

また、災害時の備えとして「あかしあ」利用時には、利用者さんの基本情報を周囲に知らせる

ことを目的とした『災害カード』の作成と予備用の薬の持参についての提案をさせていただく予

定です。準備が整いましたら、改めてお知らせをさせていただきます。 

 

満足度 

 事業所全体の支援としては、概ね満足しているという評価をいただいております。 

今春よりコロナウイルス感染症の位置付けが変わりますが、引き続き、感染予防策を講じなが

ら、利用者さんが楽しく日中活動を送ることができるよう支援をさせていただきます。 

 

 

 

この度は、ご多忙の中、アンケートにご協力いただきまして感謝申し上げます。 

今回いただいた貴重なご意見やあたたかいメッセージをスタッフひとりひとりが真摯に受け

止め、今後のサービス提供に活かしていく所存です。 

今後とも通所「あかしあ」への変わらぬご理解、ご協力をお願いいたします。 

 

 

2023年 3月 8日 

独立行政法人国立病院機構 西新潟中央病院 療育指導室長 

通所「あかしあ」児童発達支援管理責任者・サービス管理責任者 浅妻 濃 


